
当 所 の 活 動

講 演

日本植物学会第29回大会

(昭和59年 8月22日～24日,札幌)

伊東隆夫 ･R.M.Brown,Jr.･.マガタマそのプロト

プラス トの細胞壁再生におけるタンパク合成の

役割

京都大学公開講座 "木材の科学" (第 3回)

(昭和59年 8月23日へ25日,宇治,京都)

農学部林産工学教室と共催 (中学 ･高校教員を

対象)

Ⅰ ｢木材の科学｣概論

林 昭三 :肉眼による樹種の識別

則元 京 :木材の物理的性質- 材料としての機能

他に林産工学教室 2名

Ⅱ 分属セミナー

木材生物部PJ]:顕微鏡下の木材組織

リグニン化学部門 :リグニンによる木材の化学的

識別

木材物理部門 :木材の物理的性質と加工

木質材料部門 :木材の工学的再生- 木質材料

(軽量パーティクルボードの製造と2次加工)

他に林産工学4講座

国際応用木材化学シンポジウム

(昭和59年 8月26,27日,クレムソン)

M･NORIMOTO:ViscoelasticProperties ofCel-

1uloseDel･ivatives

N.SHIRAISHIandM.NoRIMOTO:ForestProducts

ResearchillJapan

第 7回糖質シンポジウム

(昭和59年 8月27,28日,.大阪)

東 順一 ･越島哲夫 :被子,裸子及び禾本科植物細

胞壁中のリグニン･多糖結合体の構造の比較研

究

第 6回 文化財虫菌害保存対策研修会

(昭和59年 8月29,30日,京都)

高橋旨象 :文化財建造物木材の腐朽について

兵庫県木材工業技術研究会講習会

(1984年8月～1985年8月)

(昭和59年 9月30日,神戸)

則元 京 :マイクロ波加熱による木材,竹,藤の曲

げ加工

PacificRegeonalWood Anatomy Conferen-

ce

(昭和59年10月 1日～7日,筑波)

N.YosHIZAWA.T.ITHOandK.SHIMAJI:Herical

thickenint!,,.S in normaland compression

woodofsomesoftwoods.

H.KURODAand K.SHIMAJI･.AnalysisOffiber

】engthbyamicrocomputer.

H.KURODAandK.SHIMAJI:Fiberlengthme-

asurementsystem (FILMS)by amicro-

COmputer･

T.ITOHand 氏.SHIMAJI:Woodspeciesorex-

cavatedpillarsForancientbuildiIlgS.

K.KURODAandK.SHIMAJI:Computerization

ofhardwoodindentiBcation.

T.ITOH and R.M.BROWN,Jr.:Theeffectof

protein synthesisinhibitoron the assem-

bryofcellulosemi crofibrilinBoergescnia

protoplasts.

Y.IMAMURAand氏.NISHIMOTO:Fractography

orParticleboardsunderFungalAttack.

K.YAMANAKA and Y.IMAMURA:Observation

orFossHWondsbySEM/EDXA.

針葉樹 LVL および合板の技術開発研究会

(昭和59年10月3日,筑波)

佐々木 光 :針葉樹 LVL の製造技術開発の展望

昭和59年度触媒研究会

(昭和59年10月4日,5日,静岡)

岡本 忠 ･佐々木 健 ･岡 信三郎 ･島田幹夫 :遷

移金属ポルフィリン錯体触媒によるグリコール

結合の開裂,チ トクロム PA50sccのモデル

反応

衛生技術会 :『未利用 ･低利用植物資源の利用開発

技術』講習会

(昭和59年10月8日,9日,東京)
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棚橋光彦 :木材残流の化学｡生化学的転換による有

効利用

日本木材加工技術協会第 2回年次大会

(昭和59年10月12日,13日,東京)

川井秀一一一･･佐々末 光 ･中路 誠 ･横山信助 ･森田

清司:軽量ボードの基礎的な材質

吉田弥寿郎 ･川井秀-一･佐々木 光 :ス リット型配

向装掛 こおけるパーティクルの配向度の予測

石原茂久 ･川井秀一 ･佐々木 光 ･中路 誠 :軽量

ボー ドの燃焼挙動と塗装法による耐火性能の向

上

西本孝-･,今村祐嗣 :アセチル化処理による材質改

良

日本木材保存協会 :第 3回木材保存講座

(昭和59年10月15日,京都)

高橋旨象 :建築用主要樹種の耐蟻 ･耐朽性

今村祐嗣 :木質系ボー ドの生物劣化

第29回 リグニン討論会

(昭和59年10月15日,16日,東京)

河合真吾 ･梅津俊明 ･樋口隆昌 :4-- トキシ-3-メ

デヒド--テルのカワラクケによる分解

梅滞 俊明 ･樋 口隆昌 : PhaTlerOChaelechrJSOSPoritLm

による β-014結合の開裂とアリールグリセロ

ールの生成機構について

島出幹夫 ･波部 豪 ･樋 口隆昌 ･岡本 忠 :リグニ

ン分解へのバイオ ミメティックアプローチ(I)

-リグニンモデル化合物の分解反応に及ぼす-

ミンの触媒効果一

波部 豪 ･島肝幹夫 ･樋 口隆昌 :リグニン分解-の

バイオ ミメティックアプローチ(Ⅷ)- リグニン

分解酵素及び酵素モデル解妹による重水素化 リ

グニンモデル化合物の分解-

片山健至 ･山田康博 ･十河村男 ･樋 口隆昌 :α-0-4

型及び α位にケ トンを看する .a-0-4型 リグノ

ールの FusariumsolaTu'M13-1による分解

紙 ･パルプ技術協会年次大会

(昭和59年10月17日～19日,静岡)

棚橋光彦 :爆砕法と将来の展望

富山県木材研究会

(昭和59年10月19札 富山)

今村祐嗣 :パーティクルボ-1/の耐朽性向上

第19回愛知県木材産業青年 シンポジウム

(昭和59年11月17円,鳳来町)

棚橋光彦 :木材利用に対する新技術

兵庫県木材工業技術研究会講習会

(昭和59年11月20日,神戸)

LL僧 正 :居住性と木材の性質

第43回材料セミナー

(昭和59年11月29日,京都)

則元 嘉 :木材のプラスチック化

環太平洋国際化学会

(昭和59年12月16日-21札 ホノルル,米国)

岡本 忠 ･佐々木 健 ･lU'] 倍三郎 ･島田 幹夫 :

TPP(Fe)Cl触 媒 によ る l,2-ジアリールエタ

ン 1,2-ジオール の 酸 化 的 開 裂｡ チ トクロム

p-450sccのモデル反応

本学農学研究科大学院若手研究者セミナー

(昭和60年 1月19日,宇治)

島田幹夫 :リグニンの生合成 と生分解におけるポル

フ 1リン鉄結合型活性酸素種について

日本木材加工技術協会 :接着講習会

(昭和60年 1月25,26日,大阪)

林 昭三 :木材の構造

佐々末 光 :パネル及び建築接着

日本 しろあり対策協会 :しろあり防除施行士第 1次

検定試験講習会

(昭和60年1月30日,大阪,同2月12日,福岡)
高橋旨象 :腐朽に関する知識

大阪府木材普及協議会

(昭和60年 2月5日,大阪)

佐々木 光 :木材産業の高付加価値化の展開 (2)

兵庫県木材工業技術研究会

(昭利60年 2月13日,神戸)

佐々木 光 :間伐材,廃材の新 しい利用の方向

富山県木材技術講習会

(昭和60年3月15日,富山)

佐々末 光 :今後の木質材料利用の方向

第50回 日本化学会

(昭和60年 4月 1日～4日,東京)

岡本 忠 ･佐々木 健 ･岡 倍三郎 ･島田幹夫 :

鉄 ･ポルフィリン/BNAH/IO2系による隣接ジ

-172-



オールの開裂. チ トクロム P'450scc のモデル

反応

岡本 忠 ･佐道木健 ･岡信三郎 ･島田幹夫 :1,2-ど

ス (4-メ トキシフェニル)1,2-エタンジオール

の酸化的開裂｡酸化剤の比較

第35回 日本木材学会大会

(昭和60年 4月2日～4日)

Ⅰ 研究発表

I-1 講演発表

伊東隆夫 ･島地 謙 :フリーズエッチング法による

分化中の有縁壁孔の観察

三木直久 ･伊東隆夫 ･島地 謙 :ワタ繊維の生長に

及ぼすセルロース合成阻害剤の影響

黒田宏之 :木材植物培養系における物質産生- エ

ソジュ培養系の検討

角谷和男 :ポプラカルスの細胞電位と光について

小野晃明 ･則元 京 ･加藤義之 ･幡 秀幸 :木材振

動板スピーカー

欠野 浩之 ･幡 秀幸 ･加藤 義之 ･小野 克明 ･則元

京 ･山田 正 :木材振動板スピーカー- ー樹種

特性- -

矢野浩之 ･山田 正 :木材の音響スペクトルにおけ

るせん断変形の寄与

青木 務 ･阪田昌樹 ･矢野浩之 :木材の材質と音響

に関する研究

飯田生穂 ･則元 京 :圧縮セットの回復

則元 京 ･大釜敏正 ･森 光正 :木材の圧縮変形の

機構

牧 福美 ･則元 京 ･山田 正 :木質材料の湿度調

節機能

佐々木 光 ･南 正院 ･川井秀一 ･瀧野真二郎 ･石

原茂久 :遠心分離機による単板の乾燥

V.C.M ALLARI･作野友康 ･岸本 潤 ･川井秀一 ･

佐々木 光 ･BambangSUBrYANTO: パーティ

クルボー ドの製造に関する研究(Ⅰ)- 接着剤

の種類 と適正含水率

川井秀一 ･佐々木 光 ･瀧野真二郎 ･Bambang

SuBIYANllO: 未利用材を用いたパーティクルボ

ー ドの製造(I)- ファルカ一夕材

須田久美 ･川井秀一 ･佐々木 光 :/く-ティクルボ

ー ドの物性 に及ぼす パーティクルの形状効果

(I)- パーティクルの形状を規制 したモデル

実験

川井秀一 ･須田久美 ･佐々木 光 ･中路 誠 :パー

ティクルボー ドの物性に及ぼすパーティクルの

形状効果(Ⅰ)- リングブレーカーに投入する

原料の形状を変化させた場合

高谷政広 ･浜田良三 ･佐々木 光 :木材のタデツギ

用接着剤としてのエポキシ樹脂の特性

師岡淳郎 ･則元 京 ･山田 正 :置換度の異なるセ

ルロースオ リゴメチ レン--テルアセテー トの

物性

田熊 聡 ･師岡 淳郎 ･岡村 圭造 ･則元 京 ･山田

正 :かさ高い側基を持つ COA の粘弾性

佐藤 恒 ･伏木清行 ･太田芳和 :キ リ材の変色現象

について

首藤勇一郎 ･岡村圭造 ･則元 京 :セルロース トリ

ブチ レー トの結晶構造

東 順一 ･東野 潤 ･越島哲夫 :マイクロ波照射前

処理による木材糖化(その4)- 針葉樹樹皮の

酵素糖化-

村木永之介 ･夜久富美子 ･越島哲夫 :微粉砕木紛の

酵素分解 (7) 粉砕による粒度分布の変化と

分解率について

田中龍太郎 ･夜久富美子 ･以与田 惇 ･越島哲夫 ･

東 順一 :アセチルグルコマンナンの酵素分解

(V)-6-0-アセチル基の存在-

藤島 静 ･夜久富美子 ･越島哲夫 :木材糖化におけ

る酵素回収再利用(Ⅲ)- セルラーゼ活性の基

質-の吸着について

加藤 厚 ･東 順一 ･越島哲夫 :ノミガス LCC お

よび MWL の弱アルカリ分解について

高橋信義 ･越島哲夫 :酵素処理 した ブナ LCC の

水可溶部の性質

田中文男 ･越島哲夫 :糖化前処理時の木材セルロー

スの結晶学的変化

伊藤隆夫 ･榎阪昭則 ･島地 謙 :コンゴ-レッドに

よる invivo での酢酸菌セルロースの ミクロ

フィブリル化の阻害

片山健至 ･山田康博 ･十河 村男 ･樋 口隆昌 :α位

にケ トンを 有 す る β-0-4 型 ジリグノール

のFusarium solaniによる立体選択的環元



梅洋 俊明 ･樋 に‖獲 昌‥Phanerochae/ecJ"JJOSPorz'ILm

に よる .a-0-4結合の開裂機構について

河合 真吾 ･梅津 俊明 ･樋 口隆昌 : 非 フェノール性

β-0-4塑 リグニン二量体モデル化合物のカワラ

クケに よる分解- アリールグリセロールギ酸エ

ステルの生成について一

波部 豪 ･島田幹夫 ･樋 口隆 昌 ･岡本 忠 :リグニ

ン分解への/ミイオ ミメティック7ブローチ(m)

ポルフィリン触媒に よる リグニ/モデル化合物

の C-C 結合開裂 とそれに伴 う 1802のとりこ

み

棚橋光彦 ･小林久也 ･樋 口隆昌 ‥爆砕 リグニンの化

学構造‖Ⅰ)- グアヤシルグリセ ロール15--y

7ヤシルエーテルとの比較- ～

石原茂久 :防火剤及び防火塗料塗布に よるパ-ティ

クルボー ドの耐火性能の向上

法 (間伐材集成壁)に よる木造壁体の構造性能

並びに耐火性能

野 l-唱 己 ･宮内隆宏 ･藤井義久 ･奥村正吾 ･今村祐

嗣 :ベイツガ初期腐朽材の拙 ヂ試験時の7コ一一

スアィック･エ ミッション

角肝邦夫 ･西本孝一-:シロア リ抑徐--yg･Klめ 研究(I)

各種化合物の防蟻性能

吉村 剛 ･声=欄 主夫 ･西本孝一 ‥シロア リ防除薬剤

の研究 (n) 遅効性薬剤の体内挙動

中村嘉明 ･西本孝一 :イ ンサ イジング加二日こおける

刃物の虹入力

西本孝I-･今村祐嗣 :アセチル化処理に よる材質改

良 (I土) パーティクルボ-1/の製造および性

能 (その 1)

高橋旨象 ･角田邦夫 ･今村祐嗣 ･足立昭男 ･西本孝

-A:各種低毒性薬剤処理合板の防腐性能 (2)

耐候 ･抗菌操作に よる薬剤の消失

稲葉利功 ･飯塚義富 ･越島哲夫 :サルファイ トパル

プ排液成分に よるてツタケ菌糸の生育促進効果

樋 口隆 昌 ･小林久也 ･棚橋光彦 ･島田幹夫 :PaecL'-

lomJCeS Jario両 こよる爆砕木材の飼料化

i-2 展示発表

今村祐嗣 ･西本孝一 :アセチル化処理に よる材質改

良 (Ⅷ ) 処理木材の耐朽 ･耐蟻性の検討

三木檀久 ･伊東隆夫 ･出 也 謙 :ワタの培養性珠に

おける繊維の発達

牧野良平 ･黒田宏之 ･島地 謙 :樹幹における木部

形成 と師部通導の関係-はしご型は く皮に よる

師部通導の阻害-

-ゾてツ材の顕微鏡観察

I 研究会 ･部会

今村祐嗣 :木質ボー ドの生物劣化

第 6虫菌害セミナー

(昭和60年 4月19日,大阪)

角田邦夫 :木材防腐 ･防蟻薬剤の現状 と将来

林産研究に関する国際 シンポジウム (Symposium

onForestProductsResearchInternational-

Achieve…entsandtheFuture)

(昭和60年 4月24日,南アフリカ,プレトリア)

hoardwithlsocianateAdlleSjve

第40回京都大学木材研究所公開講演会

(昭利60年 5月10日,大阪)

l即 巨文男 :木材中のセ′レロースのならび方

伊東隆夫 :セル ロース生合成の最近の進歩

樋 Flr軽 口 :林産工学におけるノ∴イオテクノロジー

木材保存に関する国際研究グループ 第16回大会

(昭利6(埼三5月12日～17EIL グア′レジヤ, ブラン

ル)

I(.rrsuNODA こ川d K.N ISI-" IOTO: LalJOratO】･y

E､,aluatioI10r()rgarlOPhosphatesasTen

nliticides

日本 レオロジー学会第12回年会

(昭和60年 5月20日,京都)

fL,nArLY'-l淳郎･則元 京 ･山田 正 :パラフ｣ルムアル

デヒド/DMSO 溶剤を用いて調整 したセル ロ

ース誘導体の粘弾性

第 2回生体関連化学 シンポ ジウム

(昭利60年 6月 3日,4日,東京)

島に廿幹夫 ･波部 豪 ･樋 ｡隆 昌 ･岡本 忠 ‥-ム酵

素モデルに よる リグニン関連化合物の C-C 結

合切断反応 とオキシゲネ一一シ三∫ソ

日本紙パルプ研究所セミナー

(昭和6(埼三7月26日,筑波)



島田幹夫 :リグニンの微生物分解の最近の進歩--

ム酵素結合型活性酸素をめぐって

京都大学公開講座 "木材の科学" (第 4回)

(昭和60年 7月31日～8月 2日,宇治,京都)

農学部林産工学教室と共催 (中学 ･高校教員を対

象)

Ⅰ ｢木材の科学｣特諭

島地 謙 :木は語る

林 昭三 :肉眼による樹種の識別

Ⅰ 分属セミナー

木材物理部門 :木材の物理的性質と加工

木材化学部門 :木材成分の分析と化学的利用

木質材料部門 :木質材料の製造と火災実験

木材防腐防虫実験施設 :木材の生物劣化とその防止

他に林産工学 4講座

繊維学会国際シンポジウム

(TheInternationalSymposium onFiberSci-

elュCeandTechno】ogy)

(昭和60年 8月20日～24日,箱根)

T.MIYAMOTO,Y.SAでO,T.SHIBATA,M .TANA-

HASHIandH.INAGAKI: 13C_NNrR Studies

ontheDistributionofsubstituentsineel-

10lukoseDelibatives

K.OKAMURA,Y.SHUTOIl and M.NoRIMOTO:

CryStalStrtlCture Or CelluloseTriproplO -

Ilate

リグニン生分解1985(1985国際木材及びパルプ化学

シンポジウム-ワークショップ)

(昭和60年8月23日,24札 ノミンク-ノミ一,カナ

ダ)

梅津 俊明 ･樋 Lj隆昌 :PhallerOChaetechry∫osporium

による 針0-4 リグニンサブス トラクチャーの

分解における芳香核の開裂とアリールグリセロ

ールの生成

島田幹夫 ･波部 豪 ･岡本 忠 ･B.PANIJPAN･樋

口隆昌 :リグニン分解酵素のバイオ ミメティッ

クモデル触媒によるジアリルプロパンリグニン

モデル化合物の非酵素的酸素添加型 C-C 結合

開裂

第13回国際生化学会

(昭和60年 8月2封≡1-30日,アムステルダム,オ

ラング)

島田幹夫 ･B.PANIJPAN･波部 豪 ･樋 口隆昌 :

H202存在下において-ム酵素モデル (鉄プロ

トポルフィリンⅨ)によるリグニンモデル化合

物の C-C 結合開裂反応

1985国際木材及びパルプ化学シンポジウム

(昭和60年 8月26日～30日,バ ンクーバー,カナ

ダ)

樋 口隆昌 ･島田幹夫 ･梅津俊明 ･河合真吾 :P.ch-

rJ∫OSPorium と C･乙･erSicolorによるアリールグ

リセロール一針 アリ-ルエーテルサブス トラク

チャーモデルの分解経路及び分解機構

K.OKAMURA,Y.SHUTOH and M.NoRIMOTO:

CrybtalStructureofSomeCelluloseDeri-

vatlVeS

人事往来 ･その他

全国高等学校インテリア料教育研究会40名 (昭和59

年 8月 2日)実技講習会のため来所

A.ScABBERT (フランス国立農業研究所)(昭和59

年 8月4日) リグニン･糖結合体研究に関する

意見交換のため来所

則元 京 :｢木材のプラスチック化とその応用に関

する研究｣(昭和59年 8月12日～20日)アメリ

カ合衆国

角谷和男 :附属防腐防虫実験施設の教授に昇任 (昭

和59年8月16日)

蘇 雄永 (全北大学校教授)(昭和59年 8月17日)

木材生物学研究室視察のため来所

則元 京 :木材物理研究部門の助教授に昇任 (昭和

59年 9月 1日)

前川英一 :｢セルロース及びセルーコース系バイオマ

スの有効利用｣(昭和59年9月1日～昭和60年2

月28日)スウェーデン王国

Dr･R･M･BROWNJr.(テキサス大学教授)(昭和

59年 9月 3日)木材生物学研究室の視察および

セルロース生合成の研究に関する討論と講演の

ために来所

三重県林業後継者40名 (昭和59年 9月19日)第 4回

三重県林業後継者大学後期講座のため来所

今村祐嗣 :｢シロアリ被害の生態的研究に基づ く低
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毒性防蟻剤の開発に関する研究｣ (昭和59年 9

月22日～30日)オーース トラリア連邦

角仕周;夫 :｢シロア リ被害の生態的研究に基づ く低

毒性防蟻剤の開発に関する研究｣ (昭59年 9月

22日～30日)オース トラリア連邦

李 暢雨 (韓国林業試験場研究員)他 1名 (昭和59

年10月5日)研修のため来所

則元 京 :｢木材及び林地残廃材の特質解明と有効

利用に関する共同研究｣ (昭和59年10月15日～

20日)イ ンドネシア共和国

川井秀一 :｢木材及び林地残廃材の特質解明と有効

利用に関する共同研究｣ (昭和59年10月15日～

29日)インドネシア共和国

(昭和59年10月18日～24日)大韓民国

Dr･H.H.BossHARD (スイス連邦工科大学教授)

(昭和59年10月29日)講演および見学のため来

所

Myrtha KARINA (インドネシア科学院国立物理学

研究所研究員)(昭和59年10月29日～11月27日)

発展途上国科学協力事業に伴 う ｢未利用森林資

源の特質解明とその有効利用の共同研究の一環

としてイ ンドネシア木材の爆砕による主要成分

の分離 と特質解明 ･爆砕 リグニンのプラスチッ

ク化の基礎研究｣を行なうため来所

岳 致中他 7名 (中国科学院学術交流代表団) (昭

和59年10月30日)学術研究状況の視察及び関係

者 との意見交換のため来所

島田 幹夫 :リグニン化学研究部門の講師に昇任 (昭

利59年11月1日)

高橋旨象 :｢シpア リ被害の生態的研究に基づ く低

毒性防蟻剤の開発に関する研究｣(昭和59年11

月 1日～8日)アメリカ合衆国

MasakoNAKAOIくA (ブラジル林業研究研修員)(昭

和59年11月 9日)見学のため来所

掲 興義他 7名 (中国黒竜江省木材総合利用研究計

画事前訪 日調査団) (昭和59年11月19日)見学

のため来所

社団法人 日本シロアリ対策協会45名 (昭和59年11月

21日)施設見学のため来所

杜 放他 6名 (中華人民共和]zj北京粘按学会代表)

(昭和59年11月26日) 口中学術交流を深めるた

め来所

島田幹夫 :｢天然物及び薬物代謝の酵素化学に関す

る環太平洋国際化学会議に出席｣ (昭和59年12

月16日～22日)アメリカ合衆国

BhillyO PANIJPAN (マヒドール大学 理学部 生化学

科準教授) (昭和60年 1月9日～ 2月22日)

発展途上国科学協力事業に伴 う ｢リグニンの微

生物分解に関する研究｣のため来所

高橋旨象 :｢シpア リ被害の生態的研究に基づ く低

毒性防蟻剤の開発に関する研究｣ (昭和60年 2

月2日～10日)オース トラリア連邦

社団法人全国木材組合連合会64名 (昭和60年 2月 8

日)見学のため来所

京都大学農学部林産二I二学教室の学生16名(昭和60年

3月 1日)見学のため来所

国際協力事業団の ｢昭和59年度木材二[二業機械集団研

修 コース｣の研修員11名 (昭和60年 3月 8日)

見学のため来所

野村隆哉 :｢竹の 裁培 と利用 に関する研究指導｣

(昭和60年 3月19日～昭和61年 3月18日)ブラ

ンル

Dr.A.P.ScHNIEW-ND (カリフォルニア大学教授)

(昭和60年 3月23日)材鑑調査室の視察および

材鑑の収集 ･管理 システムについて意見交換の

ため来所

loseV-ZERRUDO (フィリピン大学林学部準教授)

他 1名(昭和60年 3月29日)発展途上国との学

術交流事業にf粧 ､｢熱帯森林資源 (マングロ一一

ブを含む)の保続 と有効利用に関する研究｣の

ため来所

年4月 1日)

山田晃一 L･木材研究所会計掛長に配置換 (昭和6O年

4月 1日)

西村 廉 :東南7ンア研究センター会計掛長に配置

換 (昭和60年4月 1日)

佐々末 光 :｢国際林産研究 シンポジウムと机括及び

木材の耐久性に関する研究資料調査｣ (昭和60

年 4月19日～5月12日)南アフリカ共和国

李 中ili･他 5名 (中国農牧漁業部の農業大学実験室
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設備技術管理考察団) (昭和60年 4月25日)実

験室等の配置,規模,科学機械の使用管理等考

察のため見学に来所

角田邦夫 :｢共同研究遂行に当たっての役割分担の

討議と生物試験のセット･観察と結果の検討,

研究成果の検討と共同研究の役割分担について

の討議｣ (昭和60年 5月5日～ 6月4日)アメ

リカ合衆国

日本語 ･日本文学研修講座留学生12名 (昭和60年5

月17日)見学のため来所

伊東隆夫 :｢セルロース生合成に関する研究｣ (昭

和60年 6月 1日～ 9月15日)アメリカ合衆国

Juvonen,Risto JUHANI(-ルシソキ工科大学)

(昭和60年 6月14日)来所

飯場義弘 :木材研究所会計掛経理主任に昇任 (昭和

60年 7月 1日)

大塚重信 :学生部 学生課 会計掛 経理主任 に配置換

(昭和60年 7月 1日)

キム ギョボン (科学院燃 料研究所 室長), チ

ウンファン (金 日成総合大学生物学部長) (昭

和60年 8月 1日)朝鮮科学技術代表団として釆

所

和歌山県高等学校理科研究会20名 (昭和60年8月9

日)施設見学のため来所

則元 京 :｢木材のプラスチック化とその応用に関

する研究｣ (昭和60年 8月17日～9月5日)ア

メリカ合衆国

島田幹夫 :｢リグニン微生物分解 ワ-クショップ及

び国際木材 ･パルプ化学シンポジウム出席,釈

究資材収集｣ (昭和60年8月21日～ 9月5日)

カナダ,アメリカ合衆国

梅津俊明 :｢リグニン微生物分解 ワークショップ及

び国際木材 ･パルプ化学シンポジウム出席,研

究資料収集｣ (昭和60年 8月21日～ 9月5I:I)

カナダ,アメリカ合衆国

樋 口隆昌 :｢国際木材 ･パルプ化学 シンポジウム出

席,研究資料収集,マーカスワレンブルグ賞講

演会出席｣ (昭和60年 8月22日～ 9月16日)カ

ナダ,スイス連邦共和国,フランス共和国,ス

ウェ-デソ王国

劉 忠伝他5名 (南京林学院視察団) (昭和60年8

月24日)来所
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